
岡山県地域医療支援センター運営委員会 平成28年度第１回会議 次第

日 時：平成28年５月31日(火) 15:00～16:30

場 所：ピュアリティまきび ２階 千鳥

１ 開 会

２ あいさつ

３ 議題

（１）岡山県地域医療支援センターの運営状況について

①平成27年度事業実績及び平成28年度事業計画（資料１）

②平成27年度決算及び平成28年度予算（資料２）

（２）第４回地域医療を担う医師を地域で育てるためのワークショップについて

（資料３）

（３）平成29年４月から地域勤務を希望する地域枠卒業医師と勤務病院とのマッチング

スケジュールについて（資料４）

（４）地域枠学生の奨学資金返還事案について（資料５）

４ その他

５ 閉 会

（参考）

・運営委員会出席者名簿

・運営委員会配席図

・岡山県地域医療支援センター2015（平成27）年次報告書

http://chiikiiryouokayama.wix.com/centerokayama・ホームページアドレス
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川崎医科大学附属病院 病院長 園尾 博司 御欠席

関係機関 岡山県へき地医療支援会議 会 長 谷本 光音 副会長

専任担当
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特定非営利活動法人
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備前保健
保 健 所 岡山県保健所長会 二宮 忠矢

所長

帝人ナカシマメディカル 代表取締
有 識 者 中島 義雄

株式会社 役会長

（委員数：13人、委員任期：平成28年８月31日まで）

事 務 局 岡山県地域医療支援センター 糸島 達也センター長

専任担当
岡山大学支部岩瀬 敏秀

医師
センター

下山みどり
事 務 員
センター

秋田 政子
事 務 員

岡山県保健福祉部 次 長 小倉 誠二

岡山県保健福祉部医療推進課 課 長 則安 俊昭

副課長 清水 浩史

総括参事 塩飽 聡

地域医療体制整備班 平田 英俊（ ） 副参事

主 任 塚原 政俊
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開催日時

開催会場

主　催

共　催

目　的

テーマ

岡山県医師会館　（岡山市北区駅元町19番2号）
三木記念ホール、第1会議室、第2会議室

岡山県地域医療支援センター

岡山大学（大学院医歯薬学総合研究科地域医療人材育成講座・医療教育統合開発
センター）、岡山県へき地医療支援機構、ＮＰＯ岡山医師研修支援機構

地域枠卒業医師の勤務病院選定の考え方について県内関係者に周知する。
新たな専門医制度が臨床研修、地域医療従事医師、地域の病院に及ぼす影響につ
いてあらかじめ整理し、必要な対応等について県内関係者と共有する。

新たな専門医制度が臨床研修、地域医療従事医師、地域の病院に及ぼす影響につ
いて

11:40～12:00 基調講演の質疑

午
前
の
部

三
木
記
念
ホ
ー
ル

第４回　地域医療を担う医師を地域で育てるためのワークショップ（予定）

休憩（集合写真撮影）

グループワーク（まとめ）［第1・第2会議室］

グループの検討結果発表（1グループ5分以内）［以降、第1
会議室］

総合討論

講評（基調講演講師）、寸評（地域枠卒業医師・地域枠学
生）

閉会あいさつ、閉会

受付

開会、主催者あいさつ

グループワークの進め方の説明［第1会議室］

グループワーク（ランチミーティング）・8グループ［第1･第2会
議室］

午
後
の
部

2016年7月31日（日）　10:00～15:30

日　程

 9:30～10:00

10:00～10:05

10:05～10:20

10:20～11:10

11:10～11:40

12:00～12:10

12:10～12:20

12:20～13:20

地域枠卒業医師の勤務病院選定方法の説明、質疑

基調講演（日本専門医機構　理事　千田　彰一氏）

基調講演（岡山大学病院　内科専門医研修プログラム　研
修委員長　大塚　文男氏）

休憩（第1会議室へ移動）

13:20～13:50

13:50～14:10

15:00～15:15

15:15～15:25

15:25～15:30

14:10～15:00

第
一
・
第
二
会
議
室
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①

②

③

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

自治医科大学生、自治医科大学卒業医師

参加対象

岡山大学病院の内科、外科、小児科等の専門研修プロ
グラム担当医師

川崎医科大学附属病院の内科、外科、小児科等の専門
研修プログラム担当医師

専門研修基幹施設の教育担当者

県医師会長、県病院協会長、県看護協会長

基調講演講師

県内首長

岡山大学、広島大学の地域枠学生・地域枠卒業医師

地域枠卒業医師の配置を希望する病院の病院長

午
後
の
部

参加人数

参加人数

参加者

72人（8グループ×9人）

次の機関に属する医療関係者

県内病院、岡山大学、川崎医科大学、県、県内市町村、
中四国の関係機関
県内医師会、県病院協会、県看護協会

午
前
の
部

参加対象

岡山大学・広島大学・川崎医科大学の地域枠学生・地域
枠卒業医師

定員300人

資料３
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平成 29年４月から地域勤務を希望する地域枠卒業医師と 

勤務病院とのマッチングスケジュール（予定） 

 

１ マッチングの概要 

  知事が指定した病院で地域勤務を行おうとする地域枠卒業医師と、知事指定候補

の病院※との間で、双方の希望を踏まえた上で組み合わせを行い、地域枠卒業医師

が勤務する病院を決定します。 

 

※知事指定候補病院 

 今回は、平成 29年４月に地域枠卒業医師の採用を希望する県北 3保健医療圏の 16病

院の中から、地域医療支援センターが作成した選定方法による評価の高い病院を知事指

定候補の病院として決定します。知事指定候補の病院の数は、平成 29 年４月から地域

勤務を希望する地域枠卒業医師の人数の２倍程度とします。 

 

２ 勤務病院決定までのスケジュール 

 （注）医師：地域枠卒業医師、県：県医療推進課、候補病院：知事指定候補の病院 

センター：地域医療支援センター 

11月 1日 ①地域勤務の希望確認書の提出 医師   → 県 

～ 

②候補病院の決定通知 県    → 候補病院 

③候補病院一覧の通知 県    → 医師 

④候補病院の見学と面接 医師   → 候補病院 

12月中旬 
⑤勤務希望の病院の順位表の提出 医師   → センター 

⑥選考結果（採用希望者順位表）の提出 候補病院 → センター 

12月下旬 ⑦マッチ結果の通知 
センター → 医師 

→ 候補病院 

12月以降 ⑧採用手続き マッチ病院 → 医師 

 

３ 留意事項 

 (1) ２の「①地域勤務の希望確認書の提出」以降は、真にやむを得ない事情がある

場合を除き、希望の変更を認めません。 

(2) 知事指定候補となり得る病院名は、２の「③候補病院一覧の通知」より前には

公表しません。 

資料４
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(3) ２の「⑤勤務希望の病院の順位表の提出」の順位表には面接を受けた候補病院

名を、「⑥選考結果（採用希望者順位表）の提出」の順位表には面接をした地域

枠卒業医師の氏名を記載してください。 

なお、地域枠卒業医師は、面接を受けた候補病院名を第３希望まで順位表に記

載することができます。 

(4) １病院が採用できる人数は１人とします。 

 (5) センターが行ったマッチ結果に従ってください。 

 (6) 候補病院と地域枠卒業医師は、病院見学や面接等の求めがあったときは、お互

いに誠実に対応してください。 

資料４
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地域枠学生の奨学資金返還事案について 

 
１ 奨学資金貸与の辞退 

辞退者 岡山大学４年生 

辞退理由 病児保育のある病院や子供が病気のときに代わってもら

える医師のいる病院で勤務したいが、地域枠卒業医師と

してどういった病院を選択できるかが分からず、将来が

不安である。 

貸与辞退の時期 平成２８年４月分以降 

 
２ 奨学資金返還までの経緯 

H28. 3.31 本人から地域医療人材育成講座の教員へ相談 

 4.19 本人と医学部長・医学科長・教務委員長との面談 

 4.26 本人と地域医療人材育成講座の教員との面談 

 5.12 本人と県医療推進課長との面談 

6月上旬 

(以下予定) 

本人が奨学資金貸与の辞退について文書で申し出る。 

本人の意思も堅く、奨学資金の貸与の目的を達成する見込みが

なくなったと認められるときは、平成２８年４月分から奨学資

金の貸与の中止を決定し、その旨を本人に通知する。 

6月中旬 

 

本人に奨学資金の返還を通知する。 

返還額 ９３８万円  

（内訳）貸与分 ７６０万円（２４０万円×３年２ヶ月） 

    違約金 １７８万円 

6月下旬 返還完了 

 
３ 地域枠学生への今後の対応 

（１）大学入学時の対応 

   奨学資金制度の目的と卒後のキャリアパスを理解した上で受験し入学す

るよう、オープンキャンパス等でわかりやすい説明を行う。 
（２）在学生への対応 

   岡山大学と広島大学の寄附講座と連携し、ワークショップや合同セミナ

ーなどを通じて、地域医療に対する意欲の向上と不安の解消等に努める。 
（３）卒業医師への対応 

   新たな専門医制度を踏まえつつ、可能な限り本人が希望するキャリア形

成と地域枠医師の役割が両立されるよう関係機関との調整に努める。 

資料５
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